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『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 天瀑山と佐藤一斎 てんばくさんとさとういっさい 　岩村町高松】

　天瀑山は郷土の先人佐藤一斎が「文政四年（１８２１）辛巳、
秋季、中八鳥（８月１８日）、余、この山にのぼる。本藩の丹
羽瀬裕、小菅勝邦之が導をなす。仙台の大島集、従い遊ぶ。
この日、天澄み気爽かにして甚

はなはだかな

適えり」という詩を書いたこ
とで広く世に知られるようになった。古くから民間信仰の山
であったが、藩主松平乗

のり

薀
もり

が成田山から本尊を勧請して不動

夏山の緑陰を楽しみながら先人の足跡をたどる

堂を再建してから現在まで不動明王の信仰が続いている。こ
の山は花こう岩体で、標高６２１㍍の山のあちこちに巨石が点
在し、麓には二つの滝、中腹には昭和１６年１０月に上記の一
斎の詩を刻んだ自然石がある。また登山道や山頂付近にはさ
まざまな神様や仏様の石像、石仏群を見ることができる。

佐藤一斎の書いた詩の書幅は、恵那市の有形文化財（書跡）に指定され、岩村歴史資料館
に収蔵されている。

次号は

８月１５日号

発行日は

８月１５日㈪です

広報えな No.２７１
２０１６年（平成２８年）

８月１日発行

『広報えな』８月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１７．０円（税込み）です。

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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